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は し が き

令和元年度（第73期）司法修習生のうち,A班（実務修習地が東京，立川，横浜， さい

たま，千葉，大阪，京都，神戸，奈良，大津及び和歌山である者）を対象とする集合修習の

カリキュラムは， 1 1クラス編成で令和2年8月17日に開始され， 同年9月29日に終

了した（その後， 各実務修習地等において選択型実務修習が実施された。 ） 。

第73期A班の集合修習のカリキュラムの概要は， この資料及び別添「令和元年度（第

73期）司法修習生A班集合修習日程予定表」のとおりである。

集合修習のカリキュラム策定に当たっては，法科大学院において修得した学識及び実務

の基礎的素養等並びに分野別実務修習の成果を踏まえて「幅広い法曹の活動に共通して必

要とされる法的問題の解決のための基本的かつ汎用的な技法と思考方法」 （司法修習生指

導要綱（甲）第1章第1）を修得させる観点から，実務修習を補完し，司法修習生全員に，

実務の標準的な知識，技法の教育を受ける機会を与えるとともに，体系的で汎用性のある

実務知識や技法を修得させることを旨としている （要綱（甲）第3章第1） 。

このような趣旨を踏まえ，第73期A班においても，修習記録を用いて司法修習生に文

書を起案させ，討論，講評を行うことを指導の中心としつつ（同第4の1） ，従来の司法

修習で要求していたような法律書面の全体を形式面も含めて起案させることにはこだわら

ず， より実質的に，書面の内容の根底をなす思考過程を明らかにさせることを重視する方

法で出題がされているほか， ロール・プレイングも含めた民事・刑事の様々な講義，演習，

問題研究や法曹倫理， 国際人権等に関する演習，講演なども実施された。

司法修習生指導担当者各位におかれては，本資料を今後の実務修習における指導の参考
としていただきたい。
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第1 民事関係科目

I 民事裁判

1 講義

集合修習の冒頭に， 集合修習に向けてのガイダンスをし，集合修習における民事裁

判科目及び民事共通科目の修習内容を説明してその意義を理解させ， 今後の学修方法

に関する指導を行うことで集合修習への動機付けを行った。

2 起案

（1） 総説

(2) 起案1

ア事案の概要
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’ ロ
イ 起案事項等

’
(3) 起案2

ア事案の概要

’
１
１

1－

イ 起案事項等

演習（争点整理）

総説

３

(1)

３



(2) 事案の概要
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(3) 演習内容等

このように、 本カリキュラうに， 本カリキュラ

ムは， 実務家としての基礎的かつ実践的な思考力， 状況に応じた紛争解決能力のか

ん養を目的とするものであり ， 法曹としての実際の活動との架橋を意識したもので

ある。

５



Ⅱ 民事弁護

l 問題研究1～3

(1) 実施の概要

(2) 事案の概要

’
(3) 実施内容

ア 問題研究1

口 ’
イ 問題研究2 （即日起案）

’
ウ 問題研究3

－う
’

2 起案

（1） 起案1
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ア事案の概要

イ 起案事項等

(2) 起案2

ア事案の概要

イ 起案事項等

r

［
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3 講義（契約）

’1） 実施の概要

’
(2) 設問内容

4 演習（法律相談）

(1) 実施の概要
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’
(2) 演習の目的

法律相談は， 受任に先立つ行為として， 受任の可否， 事案解決の見込み， 処理方

針などを判断し， かつ，依頼者に対して， 事案処理方針の説明， 報酊||等の説明をし

た上で， 弁護士委任契約の締結などを行う重要なステージである。 また，依頼者か

ら適切に事案の本質を聴き出し， かつ， 依頼者との信頼関係を醸成する重要な場で

もある。 ’

(3) 事案の概要

アケース1

イ ケース21
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ⅡI 民事共通

民事共通演習1から3まで

1 総説

（1） 趣旨及び全体像

(2) 事案の概要

2 民事共通演習1

（1） 課題等

(2) 講評

民事 共通演習23

課題等(1）
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(2) 講評等

4 民事共通演習3

（1） 課題等

(2) 講評等

．－

1 1



第2 刑事関係科目

I 刑事裁判

1 起案

(1) 総説

なお， いずれの設問についても， 書式，形式等を要求するものではないし， 単な

る知識を問うものでもなく，新司法修習における指導理念に対応した， 法曹として

の活動に共通して必要となる汎用性のある基礎的な能力を修得させることに重点を

置いて出題している。

(2) 起案l

ア事案の概要
｜

’

イ｜ 起案事項

’
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ウ 講評

(3) 起案2

ア事案の概要

イ 起案事項

ウ 講評

「－ ’
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2 問題研究

（1） 指導目標

(2) 実施内容
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Ⅱ 検 察

1 起案

(1) 検察起案の概要

’ 司法修習における指導理念に対応し， 法曹としての＝ 汎

用性のある基礎的な能力を修得させることに重点を置いた出題である。

(2) 起案l

ア事案の概要

イ 起案事項等

口
ウ 講評

口 ’瞳F1騨呼藍臨j轆旦認扉剤…|翻副
勺や~田も目， ニベ 上ﾓwL曲口j■L一口q’．' ’可・胸里
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(3) 起案2

ア事案の概要

I
f 起案事項等

ウ 講評

■■ ’
2 問題研究（被害者保護）
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ⅡI 刑事弁護

1 起案

（1） 総説

刑事弁護教官室は， 修習生に対して， 具体的な刑事事件に基づきケース・セオリ

ー（弁護人の求める結論が正しいことを導く論拠） を確立する弁護活動の基本を指

導し， 弁護人が行うべき最善の努力を尽くした活動とは何かを考えさせることによ

り ， 弁護人としての基本的な能力・技術， さらには， 法曹の活動に共通して必要と

される基本的かつ汎用的な能力を修得させるとともに， 法曹資格取得後の自己研鑛

への意識付けをさせることを指導方針としている。

一

(2) 起案1

ア事案の概要

イ 起案事項

■■■
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ウ 講評

■■
(3) 起案2

ア事案の概要

ノ

イ 起案事項
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■■
ウ 講評

2 問題研究（取調べ対応， 想定弁論）

（1） 指導目標

’
(2) 実施内容
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W刑事共通

1 刑事共通演習

(1) 指導目標

＝一

1

これらの演習を通じ， 的確な争点整理を行う上での必要な視点を提供し， これに

より ， 法曹としての活動に共通して必要とされる汎用性のある基礎的な能力を修得

させるよう努めた。

(2) 実施内容

’

’
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2 刑事共通問題研究

(1) 指導目標

’
(2) 実施内容

ワ匂
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第3 その他の共通科目等

I 全科目共通

特別講義「国際人権法の形成と実施」

講師 弁護士（第一東京弁護士会） 上柳敏郎氏

国際人権については， その重要性に鑑み，各期において全科目共通特別講義という

形式で国際人権全般にわたって講演を行ってきた。

第73期においても， 同様の趣旨に基づき，講師が， 国際人権の重要性や， 国際人

権法の国内的・国際的実施， 国際NGOの活動等について， 講演を行った。

Ⅱ 弁護共通

演習「弁護士倫理」
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機密性2

月
／
日 ' ｡＆鱗‘",訓

2限目

(12:40～14:30）

月
／
日

1眼目

(9:50～11旨40）
3眼目

(14f45～16:35）
暇 1限目

(9:50～11 ：40）
2限目

(12:40～14230）
3眼目

(14;45～16:35）
曜

31 月 刑共問題研究

(情状･量刑）
刑共演習(争点整理等）

刑共演習(尋問〕

民裁起案1講評

28 腸 刑裁起案2講評

９
ノ
ー
火

令和元年度（第73期）司法修習生
ワq
ニゾ 火 民共演習（3b） Ｐ

２ 水

A班集合修習日程予定表 ３ 木 刑戴間寵研究 民共演習(2b‘ 2c）

４ 金 民裁起案2 （即日）

rﾐ÷1
1ダエノ 本表は予定であって，確定日程ではない。
確定日程は，毎週最終登庁日に配布する。 ｌ

…
Ｉ

7 月 弁共演習(弁護士倫理） 刑弁起案1講評

選択型実務修習

I火8 検察起案1講評 刑裁起案t講評

且
９ 水 刑裁起案1講評 雫岸起至1謙譲

10 木 検察起案2 （即日）

刑弁起案2 （即日）

月
／
口 ’

1限目
(9:50～1 1 :40）

2眼目

(12:40～14:30）
3限目

(14:45～16:35）
曜 1 1 金

一 一８
／
〃

ーⅡ云言

Ⅵ
ノ
杓

月 民裁講義 刑弁問題研究 14 月 刑裁起案2 （即日〉 木 考試

考試

勤労感謝の日

考試

考試

錘

l
l

犀？9＄弓 少寵引創4 期g繩18 火 民引「， 刺W蝿E 15 火 “

［ 20 金

＝－－

19 水 民裁起案1 （即日）

刑弁超案1 （即日）

寸掘

ID 水 民共演習(2．） 民裁演習(争点整理）
n句

と』 月

’
20 木 17 木 民裁演習（争点整理） 民共演習(2e） 24 火

四 金 』 民共演習（ ．' a， ●1 b） 18 金 民裁起案2講評

敬老の日

秋分の日

民共演習(2f3罰）

り頂
二J 水

罰』垂嘩

24 月 21 月 、〆

こり 木

ウ目
一V 火 検察起案1 （即日） 句、

4二 火

「 －」
郡 民裁

刑裁

民弁

刑弁

水 民事裁判

刑事裁判

民事弁謡

刑事弁讃

副

一
日
一

価
一
一
偲
一

鐸
．
一
・
牢

岬

一

一

職

一

民共・

刑共・

全共・

弁共・

（即日）

民事共通

刑事共通

全科共通

弁護共通

･ ･即日起案

局ら

と』 水

勺7
冬' 木 24 全共特別講義木 検察起案2講評

刑弁起案2講評
検察問題研究
(被害者保護）

28 金 民共演習(1c,2a） 刑共演習(証拠開示等） 25 金

凡例


